
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ６  201 号室 14:00~14:30 

●京都・環境教育ミーティング 事例紹介エントリーシート● 

※以上の内容は、京エコロジーセンターのホームページで公開されています。 

タイトル 震災をテーマにしたESDテキスト『未来をつくるBOOK』 

氏名（所属） 村上 千里（認定NPO法人「持続可能な開発のための教育の10年」推進会議（ESD-J)） 

ホームページ http://www.esd-j.org 

キーワード 東日本大震災、ESD、答えのない<問い>と向き合う 

アピール文 

 

 

東日本大震災と原発事故を通して、多くの人が今の社会に疑問を持ちはじめたこの機会

を、どう持続可能な未来づくりにつなげていけるか？ そのためのツールとして『未来を

つくるBOOK』を制作しました。 

要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■企画・制作：ESD-J「未来をつくるBOOK」制作チーム  

■編集協力：気仙沼市教育委員会  

＜A4判、56頁＞ ＜定価700円 (税込)＞ ＜協賛：日能研＞  

 

■モニター校募集中！ 

このテキストをクラス単位で授業に使ってくださる小中学校・高等学校には、公募で50

校に、クラス人数分のテキストを贈呈します。震災をテーマにESDに取り組むモニター

校としてご協力いただける学校関係者の方々のご応募をお待ちしています。ESD-Jウェ

ブサイトより、応募方法と応募用紙をダウンロードし、メールにてご応募ください。 

★公募締め切り：2012年3月12日（月）必着（応募が多い場合は、抽選となります） 

 

■発行、お問合せ  *内容やモニタープログラムに関するお問い合わせはこちら 

認定NPO法人「持続可能な開発のための教育の10年」推進会議（ESD-J) 

 TEL:03-3797-7227  E-mail：miraibook@esd-j.org URL：http://www.esd-j.org 

 

『未来をつくるBOOK』は、甚大な被災を体験しなかっ

た地域の子どもや大人たちも、あらためてそのとき起こ

ったことにふれ、大切にしたいことは何なのかを深く見

つめ、探る時間に出会うためにつくられました。 

対象は、小学校5年生以上のすべての人たち。学校、公

民館、図書館、社員研修、さまざまな場所でご活用いた

だけます。 

 

分科会では、東日本大震災と原発事故を通して、多くの

人が今の社会に疑問を持ちはじめたこの機会を、どう持

続可能な未来づくりにつなげていけるか、一緒に議論で

きればと思います。 

 

＜目次＞ 

第1の扉 大地震        第6の扉 支援・ボランティア 

第2の扉 買い物        第7の扉 世界とのつながり 

第3の扉 情報とメディア    第8の扉 エネルギーと経済 

第4の扉 電気のない暮らし  第9の扉 自然と文化 

第5の扉 被災地の暮らし   第10の扉 未来をつくる君たちへ 

http://www.esd-j.org/
mailto:miraibook@esd-j.org
http://www.esd-j.org/

